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機電i-Con WG活動 報告について
（中間報告）

平成３１年２月２０日

（一社）日本建設機械施工協会
建設業部会



◆ WG活動の基本方針

１．施⼯者の⽴場としてのi-Constructionに対する
「生の声」を収集、分析、報告

２．ICTを活用した建設機械の安全技術について、
「生の声」を収集、分析、報告

３．新積算基準に関する意⾒収集



◆ WG構成メンバー
役名 氏名 会社名 部署

1 主査 岩野 健 清水建設（株） 土木技術本部 開発機械部 課⻑
2 副主査 宮内 良和 鹿島建設（株） 機械部 技術1ｸﾞﾙｰﾌﾟ⻑
3 委員 副島 幸也 （株）安藤・間 土木事業本部 機電部 担当課⻑
4 委員 本多 茂 （株）フジタ 建設本部 土木ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ機械部 次⻑
5 委員 田中 勉 ⻄松建設（株） 技術研究所 土木技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ 上席研究員
6 委員 鈴木 泰 鹿島道路（株） 生産技術本部 機械部 副部⻑
7 委員 宮川 克己 （株）熊谷組 土木事業本部 機材部⻑
8 委員 京免 継彦 佐藤工業（株） 土木事業本部 ICT推進部⻑
9 委員 相田 尚 （株）ＮＩＰＰＯ 総合技術部 担当部⻑ 生産開発ｾﾝﾀｰ⻑
10 委員 稲生 晃博 世紀東急工業（株） 機材・購買部機材ｾﾝﾀｰ 機械開発G主任
11 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ 梶田 洋規 （一社）日本建設機械施工協会 技師⻑

事務局 ⻄岡 成 （一社）日本建設機械施工協会 業務部⻑
松本 寛子 業務部 主任



◆ 平成30年(2018年）活動実績
【ワーキング開催実績】
第1回 2/28    第2回 3/15    第3回 4/20    第4回 8/03 第5回 10/19
第6回 11/14    第7回 12/19    第8回 1/30    第9回 2/07    

【アンケートの実施及び収集分析】2018/6/7発信
（１） ICT施工及びi-Con施工事例 収集・分析⇒建設業部会各社（元請け）対象

施工業者としての立場からi-Construction及びICT施工について建設業部会各社の現場から
の生の声を収集・分析し、「情報化施工委員会」等へ施工業者が望むi-Constructionを提案。
→11社65件の回答受領

（２）建設機械のICT安全事例 収集・分析⇒建設業部会各社（元請け）対象
建設機械関連災害の防止は建設業部会において⻑年の課題であり、昨今のＩＣＴ普及による

建設現場のさらなる安全性向上に寄与する技術の開発・実用化が期待されている。建設業部会
各社から使用実績のある各種安全技術に関する生の声を収集・分析し、（１）同様、施工業者
の期待する安全技術を提案する。
→11社46件の回答受領



【 ICT施工及びi-Con施工事例 収集例】



【 建設機械のICT安全事例 アンケート回答 例】



i-Con 及びICT施工事例の分析 1

☆発注者指定及び施工者希望型Ⅰ，Ⅱがほぼ半数を占めた。
☆創意工夫，技術提案が多く、施工会社の積極的な取り組みが進んでいる。
☆技術分類については、ICT建機がほぼ半数を占めている。



i-Con 及びICT施工事例の分析 2

☆発注者分類については国土交通省が過半数を占めている。
☆工種分類については舗装，ダム，造成 等、明かり工事への導入が多い。
☆トンネルの7件はトンネル坑外での法面整形、ヤード造成である。



i-Con 及びICT施工事例の分析 3

☆全65件のうち62件において「課題有り」の回答（未回答１件）。
☆課題の内訳「GNSS」と「MC,MG」について両者の明確な区分が不十分であったこ

とから、今後精査が必要。
☆課題と解決方法については「現場で対応した・できた」が約半数を占めている。
☆「発注者協力を仰ぐ 」が6件あり、現状の基準及び仕様等に試行錯誤が見受けられ

るものの、発注者が施工者との対話や連携を重視しICT技術の現場普及展開に努めて
いるものと推察する。



i-Con 及びICT施工事例の分析 4

☆要望（全24件）の内訳は基準関係が約半数を占め、次いで設計関係。
☆コスト及び品質への要望は各1件。
☆要望相手は発注者が22件。
☆要望内容は設計価格・設計変更反映が10件、次いで基準、要領、マニュアル見直しが7件。
☆設計価格、設計変更＝導入コストと考えることができる。導入コスト面で半数近くが満足

していない。基準・要領が効果的に運用されていないと推察する。

【要望の分野】 【要望先】 【要望の内容】



発注者指定及び施工者希望型Ⅰ，Ⅱがほぼ半数を占めている。

創意工夫及び技術提案が多く、施工会社の積極的な取り組みが進ん
でいる。

発注者分類では国土交通省が過半数を占めている。
全65件のうち62件において「課題有り」との回答（未回答１件）。

要望の分野は基準関係が約半数、次いで設計。

要望先は発注者が22件、内容は設計価格・設計変更反映が10件、次
いで基準・要領・マニュアル見直しが７件。

設計価格、設計変更＝導入コストと考えることができ、導入コスト
面で半数近くが満足していない。基準・要領が効果的に運用されて
いない。

i-Con 及びICT施工事例の分析 まとめ



建設業部会が考えるベストな技術基準（案）を作成する。

モデル現場を想定し、部会が考える積算（案）を作成する。

技術基準（案）、積算（案）を「情報化施工委員会」等へ提案する。

i-Con 及びICT施工事例の分析 WGからの提言



建設機械のＩＣＴ安全事例 分析 1

☆発注者は国土交通省が約半数を占める。
☆造成工事での導入が最も多いが、多くの工種で導入されている。
☆造成工事にはトンネル坑外及びシールド坑口外の造成工事を含む。



建設機械のＩＣＴ安全事例 分析 2

☆受注者独自の取り組みが39件を占める。
☆受注者独自39件＝技術提案11+創意工夫・自主導入25+その他3.
☆発注者指定1件は「気象情報を利用した作業変更指示」である。
☆気象観測，計器観測及び異常警報，熱中症対策，作業行動分析等を含んでいる。



建設機械のＩＣＴ安全事例 分析 3

☆導入目的は災害防止22件、次いで危険有害要因の低減15件
☆「災害防止」と「危険有害要因」の区分設定が不明確であった。
☆事故災害防止と天災防止の区分が不明確であった。
⇒これらについて、改めて精査が必要
☆人・行動センシングが32％と最も多く、機械センシング23％が続いている。



建設機械のＩＣＴ安全事例 分析 4
【導入メリット】 【今後の課題】

１位：費用負担

２位：センサ及び機器の改良

１位：効率・スピード向上

２位：安全性向上

３位：遠隔操作



発注者は国土交通省が約半数を占める。

受注者独自の取り組みが39件を占める。

受注者独自39件＝技術提案11+創意工夫・自主導入25+その他3.

導入目的は災害防止22件、次いで危険有害要因の提言15件

⇒改めて精査が必要

導入メリットは「効率・スピード向上」、次いで「安全性向上」

課題として「費用負担」、次いで「センサ及び機器の改良」

建設機械のＩＣＴ安全事例 分析 まとめ 1



【参考】建設業における「死亡者数／就業者数」の変遷 ＪＣＭＡ



「導入または提案した安全対策技術が適正に運用されているか」と

の視点での評価制度の創設

例えば適正な運用をしている施工者に対し安全対策技術費（安全管

理費+α）補填、または工事成績・総合評価への加点を施す制度。

このような制度の導入により施工者の真摯な取り組みを促し、課題

の費用負担も解決するのではないか。

導入事由は創意工夫・自主導入が最も多く、センシング等技術の向

上が導入を促している

重大災害につながる重機との接触災害防止は、特に技術革新が求め

られている。一部建機メーカからは先進的な安全対策技術を搭載し

た製品も市販されており、各機械メーカの積極的な展開を望みたい。

建設機械のＩＣＴ安全事例 ＷＧからの提言



3か年
2018年→2020年

2018年 2019年 2020年

第1 第2 第3 第4 第1 第2 第3 第4 第1 第2 第3 第4

部会

ワーキング

i-Con現場「生の声」
情報の収集・研究

ICT安全に関する検
討・研究

研究成果の広報

情報の収集と分析、研究
（各社・他社）

情報の収集と分析、研究
（各社・他社）

HP
掲載

▼2/28

▼3/15

▼4/20

▼6/4

▼8/3

▼10/19

▼11/14

▼12/19

▼1/30

▼2/8（合同）

▼3/13 ▼10/11

▼2/20（合同）

▼3/19（合同）

情報の収集と分析、
研究（各社・他社）、
他部会との意見交換

HP
掲載

◆ WG活動 今後の計画

技術基準案、積算案の
作成



END

ご清聴ありがとうございました


